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 言語学習において、ヨーロッパでは「自律学習（autonomous learning）」の有効性が盛んに

言われています。では、どうやって自律学習にむかっていけばいいのでしょうか。 

 地域の日本語教室は、学校のようなカリキュラムで学習するわけではありません。自分で 

学習を決めていく必要があります。そして私たち、支援者は学習者のニーズに沿ってサポート 

していくのが理想的な学習の形でしょう。今回、具体的にどうやって学習内容や方法を決めれば

いいかを取り上げます。 

それから私たちが 2013年 7月から取り組んできた学習者が書く 

「学習記録簿」の活用方法をまとめます。学習者に役に立つのか、 

支援者に役に立つのか、その効果的な活用方法とは？ 

自分で記録を書いていくことはどういう意味があるか、効果的 

な学習に結びつけるためにどうしたらいいか。 

第二言語の学習者オートノミ―、日本語教育、外国語教育が 

専門の青木直子先生を講師兼アドバイザーとしてお迎えします。 

この機会にぜひ多くの方のご参加をお待ちしています。 

 

日時・場所 内容 講師 

1月31日（土）13：30～16：00 

（公財）神戸国際協力交流センター会議室 

【神戸市中央区浜辺通5-1-14 

    神戸商工貿易センタービル2F】 

①自分で決める日本語学習 

②日本語学習記録簿からわか

ること・その活用方法 

青木直子 

（大阪大学 

大学院 教授） 

 

主催：（特非）神戸定住外国人支援センター  

共催：（公財）神戸国際協力交流センター 

 

 

 

 

 

 

【2014 年度文化庁委託事業】 

 

問合せ・申込み先：（特非）神戸定住外国人支援センター 日本語プロジェクト 

        〒653-0038 神戸市長田区若松町 4-4-10-502 

        TEL 078-612-2402 FAX 078-612-3052 

        E-mail kfc@social-b.net  
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